
滋賀銀行は２０１３年１０月、おかげさまで創立８０周年を迎えました。これもひとえに、皆
さまの長年にわたりますご愛顧とご支援の賜物と、心から感謝申し上げます。
今、「地球の危機」が叫ばれ、わが国でも異常気象や集中豪雨等、地球温暖化の影響と

される現象が増加しております。また、地球資源の枯渇、生物多様性の喪失など地球規
模での環境問題に加え、先進国を中心といたします人口減少や少子高齢化、地域間の格
差などの社会問題も深刻化の一途を辿っております。
そうした社会的課題の解決には、一人ひとりが身近なところから地道に行動し、広い
視野で世界的な課題に立ち向かうことが重要です。今こそ、現状と向き合い、なすべきこ
とを実践し、地域の豊かさを子や孫の世代まで継承していかなければなりません。地域
固有の風土や地域資源を活用して地域経済を活性化することにより“豊かさ”を実感で

きる持続可能な社会を実現していかなければならない、との思いを新たにいたしております。
このような現状認識のもと、当行は、「お金の流れで地球環境を守る」との気概をもって、本業を通した環境対応型金融
商品・サービスの開発・提供に努める「環境金融」に取り組んでおります。これからも、経営に環境を取り込んだ「環境経
営」を展開することにより、お客さまと手を携え、持続可能な社会の実現に向けてより一層活動を充実させてまいります。
今年版のＣＳＲリポートは、「地域と共に描く未来。」をテーマに、当行役職員の一人ひとりが自らの課題や社会的課題

の解決に向けて積極的に行動し、地域の未来を拓く、との願いと決意を込め、編集・制作いたしました。
ぜひ、ご高覧賜りますようお願い申し上げますとともに、当行のＣＳＲ活動に対しまして、なお一層のご支援をお願い申

し上げます。

2014年9月

名　　　称　 株式会社 滋賀銀行
　　　　　　   THE SHIGA BANK, LTD.
本店所在地　 滋賀県大津市浜町1番38号
設　　　立　 1933年10月1日
総　資　産　 4兆7,558億円
預 金 残 高 　4兆2,688億円（譲渡性預金含む）
貸出金残高　 2兆9,248億円
資　本　金　 330億円
従　業　員　 2,262人
店　舗　数　 138カ店 （うち代理店10カ店）

●滋賀銀行は、2001年より「環境レポート」を毎年発行し、2004年に「ＣＳＲ
リポート」に改称、今回が14冊目となります。
●本リポートは、当行が「クリーンバンクしがぎん」として果たすべきＣＳＲに
関する方針や活動を報告するものです。
●活動の報告にあたっては、「ＣＳＲ憲章（経営理念）」の３つの約束、①地域
社会との共存共栄②役職員との共存共栄③地球環境との共存共栄の
各テーマを軸に、わかりやすい言葉と写真の多用により活動内容をご理
解いただけるよう心がけました。
●財務面およびその他詳細な情報については、「ディスクロージャー誌
2014」またはホームページをご覧ください。
●滋賀銀行のホームページで、本リポートのＰＤＦファイルおよび関連
情報を掲載しています。（http://www.shigagin.com）

　2013年度（2013年4月1日から2014年3月31日）を主な報告対象
とし、一部には、2013年度以前の活動や2014年8月までの最新情報を
含んでいます。

次回の報告書発行予定：2015年9月（予定）      

　本リポートの対象範囲は、㈱滋賀銀行と関連会社（しがぎんビジネス
サービス㈱、しがぎん代理店㈱、しがぎんキャッシュサービス㈱、滋賀保証
サービス㈱、しがぎんコンピュータサービス㈱、㈱しがぎん経済文化セン
ター、㈱滋賀ディーシーカード、しがぎんリース・キャピタル㈱、㈱しがぎん
ジェーシービー）とします。
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　ＩＳＯ２６０００とは、国際標準化機構が提供するＳＲ（社会
的責任）に関するガイダンス文書(手引書)です。既存の
ＣＳＲ活動と、ＩＳＯ２６０００に提示されている７つの中核主
題を比較・検証し、取り組みが不足している分野や発展可
能性のある点については、今後の取り組み課題としています。
本リポートは、ＩＳＯ２６０００を参考に作成しており、以下の
通り対応しています。
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マークの内容はWebサイトに詳細を掲載しています。

「左上：外来魚駆除・釣りボランティア　左下：ヨシ苗植えボランティア　右：森づくりサポート活動」
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